
山
橋
幸
子
教
授

経
歴
及
び
研
究
業
績

経

歴

一
九
八
八
年
一
二
月

D
octor

of
Philosophy

in
Linguistics

U
niversity

of
A

rizona

*D
issertation

T
itle

R
esolving

the
Problem

ofJapanese
no:

A
n

A
nalysis

ofW
ords

一
九
八
九
年
八
月

V
isiting

A
ssistant

Professor

D
epartm

ent
of

Foreign
Languages

and
Literatures

N
orth

C
arolina

State
U

niversity

一
九
九
一
年
一
月

A
ssistant

Professor

D
epartm

ent
of

Foreign
Languages

and
Literatures

N
orth

C
arolina

State
U

niversity

一
九
九
七
年
四
月

札
幌
大
学
文
化
学
部
助
教
授

二
〇
〇
一
年
四
月

札
幌
大
学
文
化
学
部
教
授

二
〇
〇
二
年
四
月

札
幌
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
教
授

山橋幸子教授 経歴及び研究業績7



専

門

分

野

言
語
学
（
形
態
論
、
統
語
論
、
品
詞
論
）、
日
本
語
学
、
日
本
語
教
育

所

属

学

会
A

ssociation
of

T
eachers

of
Japanese,

Southeastern
A

ssociation
of

T
eachers

of
Japanese,

Linguistic
Society

of
A

m
erica,

A
ustralian

Linguistic
Society,

日
本
言
語
学
会
、

日
本
語
文
法
学
会
、

社
会
言
語
科
学
会
、
日
本
語
教
育
学
会
、

日
本
科
学
哲
学
会
、
語
彙
研
究
会

他

比較文化論叢３１ 8



研

究

活

動

著
書

『
品
詞
論
再
考
―
名
詞
と
動
詞
の
区
別
へ
の
疑
問
』（
単
著
）

ひ
つ
じ
書
房

二
〇
一
三
年
二
月

主
な
学
術
論
文

「
日
本
語
か
ら
見
た
言
葉
と
世
界
と
の
関
係
―
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
へ
の
疑
問
―
」（
単
著
）

日
本
科
学
哲
学
会
編
『
科
学
哲
学
四
三－

一
』

二
〇
一
〇
年
七
月

“T
eaching

Language
C

ategories
and

Learning
A

bout
Language

C
ategories

from
T

eaching”

（
単
著
）

Language
and

LinguisticsC
om

pass4−3,O
xford:B

lackw
ellPublishing

Ltd.,

M
arch,2010

「
和
語
に
お
け
る
『
形
容
詞
』
と
『
形
容
動
詞
』
の
区
別
―
形
式
と
意
味
と
の
関
り
を
中
心
に
」（
単
著
）

札
幌
大
学
文
化
学
部
紀
要
『
比
較
文
化
論
叢
』
第
二
三
号

二
〇
〇
九
年
六
月

「
転
成
名
詞
の
別
の
見
方
」（
単
著
）

札
幌
大
学
『
札
幌
大
学
総
合
論
叢
』
第
二
七
号

二
〇
〇
九
年
三
月

「
補
助
動
詞
『（
て
）
や
る
／
あ
げ
る
』
の
構
造
―
受
け
手
の
形
式
を
め
ぐ
っ
て
」（
単
著
）

札
幌
大
学
文
化
学
部
紀
要
『
比
較
文
化
論
叢
』
第
一
一
号

二
〇
〇
三
年
三
月

山橋幸子教授 経歴及び研究業績9



「
ガ
／
ノ
交
替
再
考
―
文
レ
ベ
ル
か
ら
の
考
察
」（
単
著
）

札
幌
大
学
『
札
幌
大
学
総
合
論
叢
』
第
一
〇
号

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

「『
て
も
ら
う
』
の
機
能
と
受
益
と
の
関
わ
り
」（
単
著
）札

幌
大
学
文
化
学
部
紀
要
『
比
較
文
化
論
叢
』
第
六
号

二
〇
〇
〇
年
九
月

「『
て
く
れ
る
」
の
意
味
機
能
―
『
て
あ
げ
る
』
と
の
対
比
に
お
い
て
」（
単
著
）

日
本
語
教
育
学
会
『
日
本
語
教
育
』
一
〇
三

一
九
九
九
年
一
二
月

“Som
e

T
houghts

on
the

Japanese
C

opula
desu”

（
単
著
）

Proceedings
of

Southeastern
A

ssociation
of

T
eachers

of
Japanese

(C
harlotte,N

orth
C

arolina)
February,1993

主
な
学
会
発
表

「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
実
体
と
属
性
と
の
区
分
は
如
何
に
有
効
か
―
日
本
語
の
形
式
的
特
徴
の
観
点
か
ら
―
」（
単
著
）

日
本
科
学
哲
学
会
第
三
八
回
（
二
〇
〇
五
年
度
）
大
会
（
於
東
京
大
学
）

二
〇
〇
五
年
一
二
月

“Sem
antic

Properties
ofSabi‘rust’and

K
abi‘m

old’in
Japanese:A

n
A

nalysis
ofM

orphem
es

C
om

binable
both

w
ith

T
ense

and
C

ase
M

arkers”

（
単
著
）

A
LS

2005
A

ustralian
Linguistic

Society
A

nnual
G

eneral
M

eeting,

(M
onash

U
niversity

,M
elbourne)

Septem
ber,2005

比較文化論叢３１ 10



「
時
制
及
び
格
助
辞
と
結
合
性
を
持
つ
形
態
素
の
意
味
論
的
考
察
―
状
態
変
化
の
結
果
産
物
を
中
心
に
」（
単
著
）

日
本
言
語
学
会

第
一
二
九
回
大
会
（
於
富
山
大
学
）

二
〇
〇
四
年
一
一
月

「『
て
あ
げ
る
』
構
文
へ
の
一
考
察
」（
単
著
）

日
本
言
語
学
会
第
一
二
一
回
大
会
（
於
名
古
屋
学
院
大
学
）
二
〇
〇
〇
年
一
一
月

「
形
容
詞
と
形
容
動
詞
の
意
味
上
の
違
い
」（
単
著
）
日
本
語
教
育
学
会
春
季
大
会
（
於
麗
澤
大
学
）

一
九
九
九
年
五
月

“A
rgum

ents
against

M
ovem

ent
A

ccounts
of

ga−no
C

onversion
in

Japanese
and

T
heir

T
heoreticalIm

plications”

（
単
著
）

Southeastern
C

onference
on

Linguistics
(M

em
phis

State
U

niversity,

T
ennessee)

A
pril,1994

“C
opulas

for
Japanese

Pedagogy”
（
単
著
）

Southern
C

onference
on

Language
T

eaching/Foreign
Language

A
ssociation

of
N

orth
C

arolina
Joint

M
eeting

(N
orth

C
arolina

State

U
niversity)

O
ctober,1992

“Syntactic
C

ategory
of

K
eiyoodoosi”

（
単
著
）

Southeastern
A

ssociation
ofT

eachers
ofJapanese

(V
anderbiltU

niversity,

T
ennessee)

M
arch,1990

“H
ow

M
any

nos
D

oes
Japanese

H
ave?”

（
単
著
）

Southeastern
A

ssociation
ofT

eachers
ofJapanese

(N
orth

C
arolina

State

U
niversity)

January,1989

山橋幸子教授 経歴及び研究業績11



そ
の
他

“ga−no
C

onversion
in

Japanese
and
�

−T
heory”

（
単
著
、
口
頭
発
表
）

U
N

C
Linguistics

Spring
C

olloquium
(U

niversity
of

N
orth

C
arolina−

C
hapelH

ill)
M

arch,1993

「
で
し
ょ
う
考
」（
単
著
）

「
言
語
空
間
」『
月
刊

言
語
』
Vol.
二
一
、
No.
八

大
修
館
書
店

一
九
九
二
年
七
月

比較文化論叢３１ 12


